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Ⅱ-6　 委員会構成団体報告編　大学共同利用機関法人人間文化研究機構

2・ 国立民族学博物館の活動について

日髙 真吾 国立民族学博物館 文化資源研究センター准教授

1.東北地方太平洋沖地震被災文化財等救援委

　員会への参加の体制

かで活動を実施す ることができた。

3.具 体 的な作 業内容

　 国立民族学博物館(以 下、民博)は 、東 日本大震災発生後、

3月15日(火)に 館長 のも と、「東 日本大震 災被災地 支援対

策会議」(以 下、対策会議)を 設置 し、3月18日(金)に は、

林 勲男准教授を リー ダー に東 日本大震 災復興支援対策 チーム

(以下、対策チーム)を 対策会議の もとに置いた。同チー ムは、

これ までの災害に関する研究等の成果を踏 まえ、被災地支援 の

ための実践や提言を含め、民博 としての支援策を検討 してい く

ための グルー プである。また、民博が所属す る人間文化研究機

構 は、文化庁の呼 びかけで設立す る 「東 北地方太平 洋沖地震

被災文化財等救援委員会」(以 下、救援委員会)か らの協力依

頼 を受け、その構成 団体になる ことを決定 した。その後、4月

25日 に実質的な活動を展開す るための計画を策定す る会議 を

おこない、人 間文化研究機構 として、「古文書 ・典籍資料」、「歴

史 ・考古資料」、 「民俗資料」、 「情報関係」の観点か ら、委員会

活動 に参加することを確認 した。 また、各分担の リーダ0と し

て、「古文書・典籍資料」は国文学研究資料館の青木睦准教授(以

下、国文研チーム)、 「歴史 ・考古資料」 は国立歴史民俗博物館

の久留島浩副館長(以 下、歴博チーム)、 「民俗資料」は国立民

族学博物館の筆者(以 下、民博チーム)、 「情報関係」は国際日

本文化研究センターの森 洋久准教授、総合地球環境学研究所 の

関野樹准教授(以 下、情報 チーム)を 配置す ることとした。

　以上のよ うな枠組みのなか、民博チームは主に民俗資料 のレ

スキュー活動に従事 してい くこととなった。

3-1　 民 博 チ ー ム の 活 動 現 場 と 主 な 活 動 内 容

　民博チームが展 開 したレスキ ュー現場 は、宮城県では、石巻

市、女川町、亘理町、気仙沼市、南三陸町、岩沼市であ り、岩

手県 においては、陸前高 田市、山田町である。 また、各県に携

わった民博チーム としての活動人員は、宮城県 においては延べ

131人 日、岩手県では延べ93人 日とな った。 この うち、救 出

した民俗文化財の救出件数 を図1に 示す。

　民博チームがお こなった救援活動は、東北地方太平洋沖地震

被災文化財等救援事業(以 下、文化財 レスキュー事業)の 内容

に准 じ、被災現場か らの救 出、一時保管場所への移送、応急措

置、救 出資料の リス ト作成 とい うものである。
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図1　 民俗文化財の救出

2.活 動経費

　救援委員会からの協力要請のなかには、当面の活動について

は、各機関の予算 から捻出する とい う要請が盛 り込 まれていた。

そ こで、本機構 においては、機構長裁量経費 のうち、当面の活

動予算 と して各チーム に対 して予算配分 をお こな った。民 博

チー ムは、本予算 の配分を受 け、直 ちに本格的な活動 を5月

よ り開始 したが、7月 中旬 を もって全額執行す る事態 とな り、

その後は民博の館長 リーダーシップで計上されていた対策チー

ム予算のなかで活動を展 開 した。ただ し、8月 中旬 より救援委

員会に活動予算が計 上された後 は、すべて救援委員会予算のな

3-2　 救 出 活 動

　救出活動 では、まず、周囲のがれ きの撤去作業 で巻 きあがっ

ている粉塵への対処、ヘ ドロなどの匂いや暑さ と戦いなが らの

作業 とな る(写 真1)。 また、 災害発 生か ら日数 がたち、さま

ざまなものが腐 り始めて くる と、破傷風の心配 も しなければな

らない。さらに電気 も通っていない被災 した博物館施設 内での

作業は、真 っ暗な場所で、がれ きが散乱する不安定 な足元 と天

井か らの落下物 にも注意 しなければな らない。そのため、マス

クは もちろん、ヘルメ ッ トや長 そで ・長ズボンの作業服、分厚
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い作業手袋や安全靴、ヘ ッ ドライ トなどを装備 が必 要である。

このよ うな環境のなか、床面 に散 らば っているガラスの破片を

取 り除き、津波が運んできたヘ ドロをかきだ しなが ら、埋 もれ

ている民俗 文化財を探 してい く。装着 しているゴー グルはす ぐ

に汗で曇 り、全身汗まみれ とな りなが らの作 業は、体力を著 し

く消耗させ てしまう。また、 どれが民俗文化財で どれががれき

や ごみなのか判断がつかないもの も多数でて くる。その場合は、

「民俗文化財 かもしれない」 ということで、救出の対象 とした。

　 また、救 出活動をお こな う作業チームは、いろいろな研究機

関や大学、博物館か らの協力者 で構成 される。 日頃から気心の

知れている職場の同僚で もな く、専門性の全 く違 う研究者の集

団である。 ともすれば、個々人がばらば らの作業をおこなって

しまい、作業効率のあが らない現場 にな って しま う。 そのため、

作業責任者は実際の作業現場を下調べ し、適切な作業計画をた

てなければならない。 また、作業 チーム全員に作業目的を説明

し、 こまめな休息を とりつつ、事故がお こらないよ うに全力で

作業現場の安全 を確保 して、効率 的な作業成果を達 成 しなけれ

ばならない(写 真2)。

3-3　 -一時 保 管 場 所 へ の 移 送

　一〇時保管場所への移送作業は、被 災 した博物館の担 当者が立

ち会 える限 られた時間のなかで、文化財を0気 に保管場所へ移

送す ることが求め られる。被災地では、文化財の救 出活動の前

に生活全般の復旧活動や復興活動が求められ、博物館担当者 と

いえ ども、博物館の ことだけに従事することは許され ない状況

であったか らである。 そのため、脆弱なものは別 として、ある

程度強度のあ るものは、通常、文化財の移送でお こなう美術梱

包を してい る時間 もな く、可能な限 りトラックの荷台 に積載 し

て移送 しなければな らなか った(写 真3)。 しか し、移送時の

破損事故 などは文化財の保存修復の専門家 としては起 こ した く

ない。 したが って、荷台 には強度の強いものを ドに、強度のな

い ものを上 に積み込まな くてはな らない。 そのためには、何回

も積み直 しの作業が必要 とな り、時間が経過 してい く。時間の

ないなか立 ち会 っていただいた被災地の担 当者の方は、そのよ

うな作業手順 にい らい らすることもあったと考えるが、実に根

気良 くつきあっていただけた。その結果、筆者が関係 した移送

作業 はもち ろん、救援委 員会が実施 した移送作業 で事故はお

こっていない。

　 なお、ここでの移送作業では、 日頃、 トラックを運転す る ド

ライバーではな く、筆者のような乗用車に乗 りなれている人間

が トラ ックの運転をする。地震 によって亀裂や段差のできてい

る道路状況のなか、事故を起 こさな いように50㎞ か ら100㎞

ほ ど離れた目的地 まで移送 しなければな らない。 このよ うな作

業の責任者や トラックの運転は筆者 も何度か経験 した。 うまく

い った場合 はそれな りの達成感 があ るのだが、気づかないうち

に体力、気力を疲弊 させる作業 でもあ った。

写真1が れきが押 し寄せた救出現場

写真2　 作業前ミーティングの様子 写真3　 トラックの荷台に満載 した民俗文化財
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3-4　 応 急 措 置

　 応急措置の作業 は、救出、0時 保管の作業 と比べ ると、やや

落ち着いた環境 での作業 となる。今回の震災 で被災 した民俗文

化財の汚損原因は、主に津波 によって運ばれた砂の付着であっ

た。 また、も う0つ の劣化要 因として津波 に含 まれていた塩分

について も考慮す る必要があった。そ こで応急措置では、表面

に付着 した砂 と塩分の除去 をどの ように考 えるのか とい う応急

措置の方法論か ら検討することとした。

　表面の砂の付着については、 まずは目に見 える汚れ として除

去す る必要があ るとい うことは明 らかである。清浄環境 にある

一時保管場所において、砂 まみれのものを仮置きさせていただ

くわけにはいかない。また、 この表面 の砂は塩分 も含 んでい る

ので、湿気を呼び込み、カ ビの発生を促進させ る。 さらに は、

0時 保管場所で進められ る資料整理等 の活動では
、取 り扱いを

困難に し、活動そのものを著 しく阻害す る要因 となる。

　 もうひとつの大きな劣化要因である塩分に対 しては、今回の

震災で被災 した民俗文化財に も塩分の除去を 目的 した脱塩処理

が必要になるか もしれない とい う思いを筆者 ももってい た。一・

方で、海水に飲み込 まれた期間が極めて限定される津波の被害

のなかで、浸透 したであ ろうと想定 され る塩分が、民俗文化財

にとって脱塩処理 をおこなわなければな らないほ どの劣化要因

になるのか とい う疑 問も抱いていた。

　実際 に筆者 自身が民俗文化財 の保存修復 の専門家 と して関

わ って きた保存処理で、脱塩処理 が必 要 と判断された ものは、

常時、海水にさ らされてきた漁携用具や高濃度の塩分環境のな

かで使用 された醤油醸造用具、製塩用具が中心である。そのよ

うな経験を もとに、 あらためて今 回の震災で被災 した民俗文化

財の状態を観察 したところ、緊急 的に脱塩処理が必要 と観察さ

れるものはなかった。む しろ、仮 に、脱塩処理 をおこな った場

合の問題点の方が大 きい と感 じた。それは、応急措置をお こな

う現場に、脱塩処理がお こなえる環境が整え られてい るのか と

い う問題である。民俗文化財は様 々な形状や大きさがあ り、木

材を中心 としつつも、金属や紙 、塗 りな ども含 まれてお り、多

様な素材で構成されてい る。また、大量の資料群 として扱わな

ければならない。 したが って、民俗文化財の脱塩処理では、複

数の構成素材の状態 を注意深 く観察 しなが らも、0気 に大量の

ものを脱塩処理できる大きな水槽、 もしくはた くさんの水槽を

用意 しなければな らない。また、脱塩処理後の民俗文化財を安

全に管理 できる状況 にあ るのか という問題点 もあった。木材を

脱塩液に浸漬する ということは、当然、処理後の乾燥作業が必

要 となってくる。大量 に水を含んだ木材は急速に乾燥 させ ると

木材の収縮、変形、あるいは亀裂 とい った破損を引き起 こして

しまう。 したが って、0度 、脱塩処理をお こなった場合は、ゆ っ

くりと乾燥 させる ことので きる場所が必要になって くるのであ

る。今回の応急措置をお こな う現場 で以上のよ うな条件を満た

す ことは難 しいと判断 し、2段 階方式による応急措置をす るこ

ととした。

　 第1段 階 は、資料 の表面を汚 損 し、取 り扱 いその ものを困

難に している砂お よびヘ ドロの除去であ る。 この除去法につい

ては、当初 は、筆者が これまで経験 してきた河川 の水害に よる

被災民俗文化財の洗浄 と同様 、0度 、水に浸漬 して、表面の砂

やヘ ドロをふやか し、柔 らかい刷毛やブラシを用 いて除去する

こととし、そのための必須条件 は水が使える ことであると考え

ていた。 この方法は、隣接 してい た製紙工場 の原料が大量に流

れ込 んだ石巻文化センター の民俗文化財について大 きな成果を

上 げることができた。 しか し、他の現場の民俗文化財の応急措

置 を進めてい くなかで、少 し状況が違 うとい うことに気づいた。

それ は、民俗文化財 の表面を汚損 しているものが砂であ り、無

理 に水を使わな くても、刷毛な どによる払 い落 としの作業で十

分 に除去できる とい うことである。また、応急措置を進めてい

た時期が梅雨を迎えつつあ り、乾燥作業でのカビの発生が懸念

され た。そ こで、石巻文化セ ンター所蔵 の民俗文化財以外のも

のについては、水 は極力用いず、柔 らかい刷毛やブラシで構成

す る洗浄キ ッ ト(写 真4)を 用いて作業 をおこな うこととした。

　 もち ろん、水洗作業 をお こな う必要があると判断 した ものは、

洗浄後の乾燥に十分 に配慮 しなが ら作業 をお こな った。

　次 に第2段 階での作業 は、塩分の除去を見据 えた活動であ り、

平成24年 度以降の課題 となる。具 体的には、まずは救 出 した

民俗文化財の状態調査の実施か らは じめ、津波に含まれた塩分

が材質に及ぼす影響 の検証をお こない、脱塩処理の実施を検討

す る。 また、仮 に脱塩 処理をお こな う場合 は、脱塩処理後の

保存処置 も必 要 となるので、本格的な保存修復 も視野に入れな

ければな らない と考 えてい る。

　以上の ことか ら、今 回の震災で被災 した民俗文化財について

は、 まず は0時 保管場所 での整理作業等を可能 にす るため に、

砂や ヘ ドロを除去 す る洗浄作 業を優先 的にお こな うこととし

た。その結果、洗浄キ ッ トで落 とせるだけの砂を除去する とい

写真4　 洗浄キット



う極めて明快 な判断基準を作 ることができた ことから、 日本博

物館協会の会 員館 の多 くの学芸 員の方 と共同作業が実現で き、

大量の民俗 文化財の0時 洗浄 をおこな うことができた。

　なお、 この ときの作業では救 出 した文化財の全体量 を把握す

るために文化財 のリス ト作成もおこなった。 リス トの作成 自体

は救出、0時 保管の作業で も既にお こなわれていたが、応急措

置は これまでの作業のなかで個々の文化財を もっ ともよ く観察

できる作業 となる。そ こで、 これまで作 られた リス トをもとに

1点 あるいは1件 ごとにナンバ リングし、写真撮影をおこない、

よ り完全 な リス トを作成 した(図2)。 この リス トは応急措置

の完了後、救援委員会 と被災地の教育委員会があわせて保管 し、

次 にお こなわれる保存修復計画や資料台帳の作成 とい った活動

へ と引 き継がれていると考えている。

4.救 …援活動参加 の成果 と課題

　今 回、筆者は救援委員会のメ ンバー としてのみ、被災文化財

の救援活動に参加 した。筆者には、震災後、かな り早い段階で

No 写真 点数 洗浄日 返却日 備考

1 14 5/23 6/14

2 20 5/23 6/14

3 39 5/25 6/14

4 7 5/31 6/14

5 5 5/20 6/14

※点数は部品等も1点 としてカウン ト　例:フ タの外れる箱、タガが外れてバラけた桶など部品全てをカウン ト

図2　 民博チームが作成 した資料 リス トの事例
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日頃、お付き合い させていただいている民俗文化財の研究者仲

間から、被災 した民俗文化財 のレスキューに関す る問い合 わせ

や具体的な活動 の要請が寄せ られた。一方 で、広 範囲な被災

地、確実に大量の民俗文化財 を対象 とすることが想定されるな

か、 これ らの資料群 に対 応す るには本 救援委員会 の構成 メン

バー として活動す ることが望 ましいのではないか と考え、個人

的に活動を展開す ることはあえて控えさせ てい ただいた。その

結果、救援委員会 は宮城県 では現地対策本部を仙台市博物館 に

置き、極めて効果的な活動 が展開できた と考 えている。岩手県

では、岩手県内のネ ッ トワー クが迅速に機能 し、実に多 くの レ

スキュー成果 を上げてお られ、救援委員会 は後発的にそれ らの

活動 に合流 してお手伝いをさせていただ くこととな った。実 際

に活動をお こなうなかで、自治体に よって受入れ体制がずいぶ

ん違 って くるなとい う実感 を持 ったが、 この違い に混乱する こ

とな く対応できたのは、救援委員会の調整機能が大 きく寄与 し

ていると考えてい る。したがって、ここで形成 され たネ ッ トワー

クはこの震災だけで終わることな く、今後 、日本列島を襲 う災

害で被災する文化財を守る組織 として、継続 してい くことが望

ま しい と考える。

　救援委員会は、平成24年 度 も継続す る ことが決定 された。

平成24年 度は福 島県 を対象 とした レスキ ュー活動が本格 化す

る。また、0時保管場所の管理 が長期化する ことが明 らかになっ

た今、その保存環境の創出が大 きな課題 となってくる。さ らに、

応急措置については、今後 の課題 とした津波 に含 まれた塩分 の

影響 について明らかに し、その後の対策 を考 えるとい った文化

財群 ごとの方法論 について、救援委員会 として確定 してい くこ

とが必要 となってくると考 える。

　これ らの活動を展開するにあたり、事務局のおかれる東京文

化財研究所の負担は計 り知れ ない もの となると考 えるが、独立

行政法人国立文化財機構だけではな く、多 くの構成団体が組 み

込まれた組織体制 とい う利点 を活かす、調整をお願い したい。
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